
38農業経営者 2016 年 1 月号

テ
リ
ア
、
ミ
ミ
ズ
、
生
物
）
に
よ
り
窒

素
の
効
果
を
向
上
さ
せ
る

❺�

以
上
と
関
連
し
て
、
作
業
の
時
期
（
牧

草
を
刈
る
、
施
肥
）
を
適
用
す
る

し
か
し
堆
肥
に
よ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
排
出

量
も
ま
た
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
80
年
に

は
堆
肥
か
ら
の
ア
ン
モ
ニ
ア
排
出
量
は
年

間
20
万
ｔ
以
上
。
そ
の
37
％
が
牛
舎
や
貯

蔵
設
備
か
ら
だ
っ
た
も
の
の
、
56
％
が
施

肥
し
た
牧
草
地
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
、
91
年
に
Ｅ
Ｕ
は
最
大
還
元
量
を
Ｎ

１
７
０
㎏
／
ha
と
し
、
冬
の
間
や
夜
間
に

牛
舎
に
た
ま
っ
た
糞
尿
を
タ
ン
ク
に
溜
め

る
こ
と
を
定
め
た
。

こ
の
規
制
に
よ
り
液
体
堆
肥
は
牧
草
の

下
に
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
注
入
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
は
大
き

く
、
高
価
な
の
で
通
常
の
生
産
者
は
コ
ン

ト
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
て
い
る
の
が
現
状

だ
そ
う
だ
。

ア
ン
モ
ニ
ア
排
出
量
を
減
ら
す
た
め
の

施
肥
（
堆
肥
）
テ
ク
ニ
ッ

ク
は
通
常
施
肥
よ
り
コ

ス
ト
が
か
か
る
。
年
間

１
０
０
０
〜
３
０
０
０

㎥
の
堆
肥
を
使
用
す
る

と
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
の

機
械
コ
ス
ト
が
１
５
０

〜
２
０
０
ユ
ー
ロ
／
ｈ
、

結
果
と
し
て
イ
ン
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
使
用
し
た
堆

肥
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

オ
ラ
ン
ダ
で
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

堆
肥
や
化
学
肥
料
に
つ
い
て
の
政
策
が
採

用
、
実
行
さ
れ
て
き
た
の
か
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
と
文
献
で
調
べ
て
み
た
。

１
９
９
８
～
２
０
０
３
年
に
Ｅ
Ｕ
規
制

に
関
連
し
て
、
生
産
者
に
も
深
く
浸
透
さ

せ
る
た
め
に
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
「
ミ
ネ

ラ
ル
法
」
を
制
定
し
、 

１
ha
当
た
り
の
化

学
肥
料
の
施
肥
量
を
規
制
し
て
窒
素
排
出

量
を
減
ら
そ
う
と
し
た
。
そ
の
他
、
強
制

的
な
「
ミ
ネ
ラ
ル
簿
記
」
導
入
、「
ミ
ネ

ラ
ル
フ
ァ
ン
ド
」
改
定
、「
ミ
ネ
ラ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
投
資
、「
ミ
ネ
ラ
ル

に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
製
品
」
へ
助
成
金

を
与
え
、「
ミ
ネ
ラ
ル
ス
テ
イ
タ
ス
」
レ

ベ
ル
に
基
づ
き
生
産
者
を
分
類
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
北
部
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ド
州
の

酪
農
家
は
上
記
の
ミ
ネ
ラ
ル
政
策
に
対

し
、
同
州
の
協
同
組
合
に
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ

ク
ス
や
設
備
投
資
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら

い
、
堆
肥
を
利
用
し
た
ミ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
を
行
な
う
こ
と
を
決
め
た
。

❶�

化
学
肥
料
（
と
く
に
窒
素
系
）
の
施
肥

量
を
減
ら
す

❷�

堆
肥
の
質
を
向
上
さ
せ
、
か
つ
堆
肥
が

植
物
に
窒
素
を
与
え
る
の
に
効
果
的
だ

と
証
明
す
る

❸�

飼
料
中
の
プ
ロ
テ
イ
ン
量
を
減
ら
し
、

堆
肥
に
化
合
物
（
ク
レ
イ
や
微
生
物
）

を
加
え
、
堆
肥
の
質
の
向
上
を
図
る

❹�

土
壌
構
造
の
向
上
（
重
機
で
の
土
壌
負

担
軽
減
）
や
土
壌
生
態
の
強
化
（
バ
ク
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第30回

に
は
４
ユ
ー
ロ
／
㎥
か
か
る
と
さ
れ
て
い

る
（
注
）。

北
部
の
生
産
者
は 

「
牧
草
の
上
へ
の
施

肥
な
ら
、
軽
い
機
械
を
使
用
す
る
た
め
土

壌
構
造
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
、
ま
た
周

囲
を
木
に
囲
ま
れ
た
中
に
小
さ
い
圃
場
が

あ
る
と
い
う
景
観
を
守
り
た
い
。
コ
ン
ト

ラ
ク
タ
ー
で
は
な
く
自
分
た
ち
で
施
肥
が

可
能
な
ら
、
最
低
限
の
施
肥
量
で
済
む
。

我
々
の
堆
肥
は
ミ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
に
よ
り
平
均
よ
り
質
が
良
く
、
結
果
的

に
ア
ン
モ
ニ
ア
排
出
量
も
少
な
い
」
と
主

張
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
は
ま
だ

結
論
が
出
て
お
ら
ず
、
毎
年
環
境
系
協
同

組
合
と
政
府
間
で
の
交
渉
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。

Ｅ
Ｕ
は
環
境
保
護
対
策
が
進
ん
で
い
る

と
知
ら
れ
て
い
る
。
政
策
や
規
制
を
制
定

す
る
だ
け
で
な
く
、
実
行
す
る
に
あ
た
り

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
と
交
渉
が
な
さ
れ
、
い

ま
な
お
続
い
て
い
る
の
が
現
実
だ
。

肥料規制をめぐる問題

注：European research project ALFAM（Ammonia Losses from Field-applied Animal Manure; Sommer et al., 2001）による

インクジェクターを使用した堆肥散布の様子


